
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
に
よ
り
救
急
病
院
を
認
定
し
た
件

二
五
六

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件

二
五
六

公

告

○
県
税
条
例
等
に
基
づ
き
災
害
等
に
よ
り
期
限
を
延
長
し
た
件

二
五
六

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
裁
決
し
た
件

二
五
六

告

示

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
令
和
二
年
五
月
一
日
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

令
和
二
年
五
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名
称

所
在
地

認
定
有
効
期
限

福
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

白
河
市
豊
地
上
弥
次
郎
二
―
一

令
和
五
年
四
月
三
十
日

会
白
河
厚
生
総
合
病
院

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
広
戸
川

沿
岸
防
災
溜
池
土
地
改
良
区
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
三
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い

て
、
同
年
五
月
七
日
認
可
し
た
。

令
和
二
年
五
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

公

告

公
告
第
九
十
号

福
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
島
県
条
例
第
五
十
号
）
第
十
条
の
二
及
び
福
島
県
税
条
例
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
九
年
福
島
県
規
則
第
六
十
一
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
例

第
七
十
一
条
の
十
八
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
税
の
種

別
割
の
減
免
（
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
税
額
を
納
付
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
際
に
申
請
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
申
請
（
そ
の
期
限
が
令
和
二
年
四
月
一

日
か
ら
同
年
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
限
を
同

月
三
十
日
ま
で
延
長
し
た
。

令
和
二
年
五
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
税

務

課
）

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
号

令
和
元
年
十
一
月
十
日
執
行
の
川
内
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
福
島

県
双
葉
郡
川
内
村
大
字
下
川
内
字
宮
渡
五
十
七
番
地
の
一
宮
渡
住
宅
Ｂ
二
―
一
志
田
篤
か
ら
提
起
さ
れ

た
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
四
月
二
十
三
日
、
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
。

令
和
二
年
五
月
十
五
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

裁

決

書

福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
大
字
下
川
内
字
宮
渡
五
十
七
番
地
の
一
宮
渡
住
宅
Ｂ
二
―
一

審
査
申
立
人

志

田

篤

右
記
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
二
年
一
月
十
八
日
付
け
で
提
起
さ
れ

た
令
和
元
年
十
一
月
十
日
執
行
の
川
内
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。
）
に

お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
（
以
下
「
本
件
審
査
の
申
立
て
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
、
福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主

文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

審
査
の
申
立
て
の
要
旨

申
立
人
は
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
川
内
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
村
委

員
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日
に
異
議
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
、
村
委

員
会
は
、
同
年
十
二
月
二
十
四
日
に
こ
れ
を
棄
却
す
る
決
定
（
以
下
「
本
件
決
定
」
と
い
う
。
）
を
し
───────────────────────────────────────────────────────────
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た
。こ

れ
に
対
し
て
、
申
立
人
は
本
件
決
定
を
不
服
と
し
て
、
当
委
員
会
に
対
し
、
本
件
決
定
を
取
り
消

し
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
最
下
位
当
選
人
坪
井
利
之
の
当
選
を
無
効
と
す
る
と
の
裁
決
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
要
約
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

投
票
箱
の
鍵
が
封
印
さ
れ
ず
に
事
務
局
（
川
内
村
役
場
総
務
課
）
に
保
管
管
理
さ
れ
て
お
り
、
事

務
局
に
よ
る
施
錠
、
開
錠
が
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
期
日
前
投
票
の
改
ざ
ん
の
疑
義

が
生
じ
て
い
る
た
め
、
投
票
用
紙
の
再
点
検
を
求
め
る
。

二

本
件
決
定
に
係
る
口
頭
意
見
陳
述
の
時
間
が
実
質
的
に
三
十
分
程
度
で
あ
り
審
議
が
不
十
分
で
あ

る
。

三

事
務
局
が
公
務
員
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
は
公
平
性
が
担
保
さ
れ
ず
民
間
人
に
よ
る
管
理
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

四

当
選
し
た
議
員
が
川
内
村
商
工
会
長
を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
は
本
件
選
挙
に
有
利
に
働
き
、
公
金

を
扱
う
自
治
体
、
暴
力
団
体
と
の
関
わ
り
の
規
定
、
政
治
活
動
の
禁
止
の
規
定
か
ら
し
て
整
合
性
が

と
れ
な
い
。

五

本
件
選
挙
に
お
い
て
、
候
補
者
の
夫
人
が
民
生
委
員
の
立
場
で
選
挙
活
動
を
し
て
い
た
と
の
通
報

が
あ
っ
た
た
め
確
認
指
導
を
要
求
す
る
。

裁
決
の
理
由

当
委
員
会
は
、
申
立
人
か
ら
提
起
さ
れ
た
審
査
申
立
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
り
、
審
査
の
申
立
て

の
趣
旨
及
び
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
か
っ
た
た
め
、
申
立
人
に
補
正
を
命
じ
、
申
立
人
に
よ
る
補

正
の
結
果
審
査
の
申
立
て
を
適
法
な
も
の
と
認
め
た
の
で
こ
れ
を
受
理
す
る
と
と
も
に
、
村
委
員
会
か

ら
弁
明
書
を
徴
し
、
申
立
人
に
対
し
口
頭
意
見
陳
述
の
機
会
を
付
与
す
る
な
ど
し
、
慎
重
に
審
理
し
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

弁
明
書
の
要
旨

村
委
員
会
の
提
出
し
た
弁
明
書
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠

弁
明
の
趣
旨

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
と
の
裁
決
を
求
め
る
。

㈡

本
件
に
対
す
る
意
見

ア

審
査
の
申
立
て
の
理
由
一
に
つ
い
て

村
委
員
会
に
お
い
て
は
、
投
票
箱
が
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
横
の
鍵
二
個
、
投
票
用
紙
の
投

入
取
り
出
し
が
で
き
な
い
よ
う
に
上
の
鍵
一
個
の
南
京
錠
で
施
錠
で
き
る
金
属
製
の
投
票
箱
を

使
用
し
て
い
る
。

期
日
前
投
票
開
始
に
は
期
日
前
投
票
管
理
者
（
以
下
「
投
票
管
理
者
」
と
い
う
。
）
及
び
期

日
前
投
票
立
会
人
（
以
下
「
投
票
立
会
人
」
と
い
う
。
）
の
面
前
で
、
最
初
の
投
票
者
二
名
に

よ
る
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
に
よ
る
投
票
箱

が
空
で
あ
る
確
認
の
後
、
投
票
箱
横
の
南
京
錠
を
施
錠
し
、
こ
の
鍵
穴
を
塞
ぐ
よ
う
に
紙
で
包

み
、
こ
の
紙
に
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
が
押
印
す
る
こ
と
で
封
印
し
、
そ
の
鍵
は
期
日

前
投
票
所
投
票
箱
横
の
鍵
で
あ
る
旨
記
載
の
封
筒
に
入
れ
、
こ
れ
に
も
投
票
管
理
者
及
び
投
票

立
会
人
が
押
印
し
、
開
票
所
へ
送
致
す
る
ま
で
、
本
件
選
挙
執
行
の
た
め
借
用
し
て
い
る
出
納

室
金
庫
に
保
管
し
て
い
る
。

期
日
前
投
票
所
閉
鎖
の
後
、
投
票
箱
上
の
蓋
を
し
た
後
、
南
京
錠
に
紙
の
封
印
を
し
、
こ
れ

に
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
が
押
印
し
施
錠
、
そ
の
鍵
は
期
日
前
投
票
所
投
票
箱
上
の
鍵

で
あ
る
旨
記
載
の
封
筒
に
入
れ
、
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
そ
れ
ぞ
れ
が
押
印
し
、
こ
れ

を
当
該
選
挙
執
行
の
た
め
借
用
し
て
い
る
出
納
室
金
庫
に
運
搬
保
管
、
村
委
員
会
書
記
（
以
下

「
書
記
」
と
い
う
。
）
が
金
庫
の
鍵
を
施
錠
す
る
ま
で
同
席
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
当
該
金
庫
の
鍵
は
書
記
が
村
委
員
会
管
理
の
金
庫
に
保
管
し
、
こ
の
鍵
は
あ
ら
か

じ
め
書
記
長
又
は
書
記
長
が
指
定
す
る
書
記
が
保
管
管
理
し
て
い
る
。

翌
日
の
期
日
前
投
票
開
始
前
に
、
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
の
同
席
の
も
と
、
投
票
箱

保
管
金
庫
を
解
錠
し
、
封
印
等
確
認
の
上
、
期
日
前
投
票
所
に
搬
入
し
、
投
票
開
始
宣
言
の
後
、

投
票
箱
上
の
鍵
の
み
開
錠
し
、
投
票
を
行
い
期
日
前
投
票
終
了
後
に
は
、
上
記
と
同
じ
よ
う
に

施
錠
封
印
を
行
う
管
理
を
期
日
前
投
票
終
了
ま
で
繰
り
返
し
、
開
票
当
日
は
当
委
員
会
委
員
長

が
開
票
管
理
者
（
選
挙
長
）
に
期
日
前
投
票
箱
及
び
鍵
在
中
の
封
筒
を
送
致
し
、
確
認
の
上
受

理
さ
れ
開
票
ま
で
開
票
台
上
に
て
管
理
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
申
立
人
が
主
張
す
る
疑
念
を
抱
く
よ
う
な
管
理
執
行
は
し
て
い
な
い
。

選
挙
の
規
定
に
違
反
し
て
管
理
執
行
を
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
開
票
点
検
済
み
の
投
票
用

紙
保
管
箱
の
開
示
は
認
め
な
い
。

イ

審
査
の
申
立
て
の
理
由
二
〜
五
に
つ
い
て

選
挙
管
理
執
行
上
の
問
題
で
は
な
い
。

二

口
頭
意
見
陳
述
に
お
け
る
申
立
人
の
主
張
の
要
旨

口
頭
意
見
陳
述
に
お
け
る
申
立
人
の
主
張
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠

村
委
員
会
の
弁
明
書
に
つ
い
て

弁
明
書
に
は
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
の
実
名
が
な
く
、
日
時
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
非
常
に
不
誠
実
で
あ
る
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
箱
の
鍵
の
管
理
に
お
い
て
、
村
委
員
会
委
員
長

が
管
理
し
て
い
る
記
載
が
な
い
。
さ
ら
に
、
期
日
前
投
票
箱
を
入
れ
た
金
庫
の
夜
間
の
状
況
が
モ

ニ
タ
ー
や
写
真
で
可
視
化
さ
れ
て
い
な
い
。

㈡

投
票
の
改
ざ
ん
に
つ
い
て

投
票
の
改
ざ
ん
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
疑
う
具
体
的
証
拠
は
な
い
が
、
政
治
状
況
と
い
う
状
況
証

拠
か
ら
不
正
を
疑
っ
て
い
る
。
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
投
票
用
紙
の
再
点
検
を

要
求
す
る
。

三

各
審
査
の
申
立
て
の
理
由
及
び
口
頭
意
見
陳
述
で
の
主
張
に
対
す
る
当
委
員
会
の
見
解

㈠

審
査
の
申
立
て
の
理
由
一
及
び
口
頭
意
見
陳
述
で
の
主
張
に
つ
い
て

申
立
人
は
、
投
票
箱
の
鍵
が
封
印
さ
れ
ず
に
保
管
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
期
日
前
投
票
の

改
ざ
ん
の
疑
義
が
生
じ
て
い
る
と
主
張
す
る
が
、
村
委
員
会
の
弁
明
書
に
よ
れ
ば
、
本
件
選
挙
に

お
い
て
、
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
の
も
と
、
適
切
に
施
錠
等
の
措
置
を
と
っ
た
上
で
投
票

箱
の
送
致
や
保
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
連
の
投
票
の
保
管
管
理
に
つ
い
て
は
適
法
に
行
わ
れ
た

も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

一
方
、
申
立
人
は
不
正
の
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
本
件
審
査
の
申
立
て
の
内
容
及
び

口
頭
意
見
陳
述
で
の
主
張
に
お
い
て
、
不
正
に
関
す
る
個
々
具
体
的
な
証
拠
の
提
示
は
な
い
。
し
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た
が
っ
て
、
村
委
員
会
の
弁
明
書
に
関
す
る
推
認
を
覆
す
事
情
は
な
く
、
申
立
人
の
主
張
は
認
め

ら
れ
な
い
。

ま
た
、
申
立
人
は
口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
弁
明
書
に
は
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
の

実
名
や
日
時
が
な
い
こ
と
、
村
委
員
会
委
員
長
が
期
日
前
投
票
箱
の
管
理
を
し
て
い
る
記
載
が
な

い
こ
と
及
び
夜
間
に
お
い
て
期
日
前
投
票
箱
の
入
っ
た
金
庫
が
モ
ニ
タ
ー
や
写
真
で
可
視
化
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
弁
明
書
に
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
の
実

名
や
日
時
を
記
載
す
る
か
ど
う
か
は
、
村
委
員
会
の
裁
量
の
範
ち
ゅ
う
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、

単
に
村
委
員
会
の
弁
明
書
の
不
備
を
指
摘
す
る
申
立
人
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
申
立
人
は
村
委
員
会
委
員
長
が
期
日
前
投
票
箱
の
管
理
を
し
て
い
る
記
載
が
な
い
こ

と
を
主
張
す
る
が
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
鍵
の
保
管
は
投
票
管
理
者

及
び
投
票
立
会
人
が
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
村
委
員
会
の
弁
明
書
に
よ
れ
ば
投
票
管
理
者
及

び
投
票
立
会
人
の
立
会
い
の
も
と
施
錠
、
保
管
等
の
手
続
き
が
な
さ
れ
て
お
り
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
と
推
認
さ
れ
る
一
方
、
申
立
人
か
ら
は
個
々
具
体
的
な
証
拠
の
提
示
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
当
該
推
認
を
覆
す
事
情
は
な
く
、
申
立
人
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
申
立
人
は
、
夜
間
に
お
い
て
期
日
前
投
票
箱
の
入
っ
た
金
庫
が
モ
ニ
タ
ー
や
写
真

で
可
視
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
モ
ニ
タ
ー
等
に
よ
る
監
視
に
つ
い
て
法
令
上
の

義
務
は
な
く
、
夜
間
の
保
管
管
理
に
疑
義
が
生
じ
る
個
々
具
体
的
な
事
実
の
提
示
も
な
い
た
め
、

申
立
人
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
当
委
員
会
は
、
申
立
人
の
主
張
が
投
票
の
開
披
再
点
検
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と

及
び
最
下
位
当
選
人
と
申
立
人
の
得
票
数
が
三
票
差
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
全
て
の
投
票
に
つ

い
て
開
披
再
点
検
を
行
う
こ
と
が
本
件
申
立
て
の
審
理
に
必
要
と
認
め
、
令
和
二
年
四
月
十
六
日

に
全
て
の
投
票
の
開
披
再
点
検
（
以
下
「
本
件
再
点
検
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
た
。

本
件
再
点
検
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
全
て
の
有
効
投
票
を
確
認
し
、
そ
の
う
ち
、
①
他
の
候
補

者
の
票
束
に
混
同
し
て
い
る
票
②
投
票
用
紙
の
表
側
に
記
載
が
あ
り
、
か
つ
、
候
補
者
の
氏
名
が

完
全
一
致
す
る
も
の
以
外
の
票
を
抽
出
し
精
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
八
票
を
抽
出

し
た
が
、
こ
の
十
八
票
が
ど
の
候
補
者
の
得
票
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
本
件
選
挙
の
選
挙
会
に

お
い
て
確
認
さ
れ
た
各
候
補
者
の
得
票
数
と
当
委
員
会
が
本
件
再
点
検
に
よ
り
確
認
し
た
得
票
数

に
相
違
は
な
か
っ
た
。

次
に
全
て
の
無
効
投
票
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
本
件
選
挙
の
選
挙
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た

無
効
投
票
数
と
当
委
員
会
が
本
件
再
点
検
に
よ
り
確
認
し
た
無
効
投
票
数
に
相
違
は
な
か
っ
た
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
選
挙
の
選
挙
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
各
候
補
者
の
得
票
数
と
当
委
員
会

が
本
件
再
点
検
に
よ
り
確
認
し
た
各
候
補
者
の
得
票
数
に
相
違
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
件
再
点
検
の
結
果
、
申
立
人
の
主
張
す
る
期
日
前
投
票
の
改
ざ
ん
を
認
め
る
に
足
り

る
よ
う
な
改
ざ
ん
の
形
跡
等
の
あ
る
投
票
は
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
申
立
人
の
主
張
は
認
め
ら

れ
な
い
。

㈡

審
査
の
申
立
て
の
理
由
二
に
つ
い
て

申
立
人
は
、
本
件
決
定
に
係
る
口
頭
意
見
陳
述
の
時
間
が
実
質
的
に
三
十
分
程
度
で
あ
り
審
議

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
異
議
申
出
の
審
理
に
お
け
る
手
段
、
方
法
等
は
法
令
に

定
め
る
も
の
を
除
き
村
委
員
会
の
裁
量
の
範
ち
ゅ
う
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単

に
村
委
員
会
の
審
理
の
方
法
及
び
そ
の
適
否
を
指
摘
す
る
申
立
人
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。

㈢

審
査
の
申
立
て
の
理
由
三
に
つ
い
て

申
立
人
は
事
務
局
が
公
務
員
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
は
公
平
性
が
担
保
さ
れ
ず
民
間
人
に
よ
る
管

理
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
申
立
人
独
自
の
見
解
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、

村
委
員
会
に
よ
る
保
管
管
理
が
選
挙
の
自
由
公
正
を
著
し
く
害
し
た
と
い
う
個
々
具
体
的
な
証
拠

の
提
示
は
な
く
、
申
立
人
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

㈣

審
査
の
申
立
て
の
理
由
四
に
つ
い
て

申
立
人
は
、
川
内
村
商
工
会
長
が
村
議
会
議
員
を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
は
政
治
活
動
の
禁
止
の

規
定
等
か
ら
し
て
整
合
性
が
と
れ
な
い
と
主
張
す
る
が
、
川
内
村
商
工
会
長
は
井
出
茂
で
あ
り
、

本
件
審
査
の
申
立
て
の
趣
旨
に
あ
る
坪
井
利
之
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
審
査
の
申
立
て

の
趣
旨
と
は
無
関
係
の
主
張
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

㈤

審
査
の
申
立
て
の
理
由
五
に
つ
い
て

申
立
人
は
、
あ
る
候
補
者
の
夫
人
が
民
生
委
員
の
立
場
で
選
挙
活
動
を
し
て
い
た
と
の
通
報
が

村
民
か
ら
あ
り
確
認
指
導
を
す
る
よ
う
主
張
す
る
が
、
申
立
人
が
主
張
す
る
候
補
者
は
本
件
審
査

の
申
立
て
の
趣
旨
に
あ
る
坪
井
利
之
で
あ
る
か
ど
う
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

仮
に
、
候
補
者
が
坪
井
利
之
で
な
い
場
合
は
、
本
件
審
査
の
申
立
て
の
趣
旨
と
は
無
関
係
の
主

張
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
そ
の
候
補
者
が
坪
井
利
之
で
あ
る
場
合
は
、
昭

和
二
十
八
年
二
月
十
七
日
東
京
高
等
裁
判
所
判
決
に
あ
る
と
お
り
、
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟

に
は
「
広
く
選
挙
の
法
規
の
違
反
、
殊
に
当
選
人
等
の
行
為
が
同
法
中
罰
則
に
掲
げ
る
行
為
に
該

当
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
選
の
無
効
を
主
張
す
る
場
合
を
含
ま
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、

当
選
人
等
の
違
法
行
為
を
理
由
と
し
た
当
選
無
効
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
申
立
人
の
主
張
に
は
理
由
は
な
く
、

本
件
審
査
の
申
立
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
三
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博


